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「北極圏鉄道紀行（１）」 

 

 今回、私が一番楽しみにしていたのが、北極圏を走

る急行列車に乗ることでした。しかし、オーロラ生中

継カメラの設置・設定を優先したので、結局乗ること

ができませんでした。過去に何度か乗ったことがある

ので、今回乗った友人の写真を借りて、鉄道紀行にま

とめてみることにしました。従って、まるで今回も私

が「乗った」ように書きますが、実は乗っていません。 

・・・・＊＊＊＊＊＊・・・・ 

 今回乗車した、スウェーデン北部の鉄道は、スウェ

ーデン国鉄（ＳＪ）が所有しています。もちろんＳＪ

の車両が一番多いですが、ほかにも“Norrtåg”（ノ

ル・トーグ＝北方電車）という会社の列車も運行して

います。時刻表を見ると、よくわかります。 

 今回乗車したのは 94 列車で、ストックホルムから

直通の“Natttåg”（夜行列車）の「なれの果て」です。

従って、一等寝台や食堂車も連結した、昔のブルート

レイン「あさかぜ」のような豪華な編成です。 

 

「イェリバーレ駅の駅舎」 美しく立派な駅です。し

かし、午前８時なのに、まだ真っ暗です。 

  

 時刻表では、非常に本数が多く見えますが、運航日

によるちがいを全部載せているので、実際は最大でも、

一日５～６往復です。 



 右図が、今回乗車した区間の

路線図です。スウェーデンのイ

ェリバーレ（Gällivare）から、

ノルウェーのナルビク（Narvik）

までの約 270km の区間です。旅

客列車は少ないですが、この区

間の最大の「顧客」は「鉄鉱石」

です。 

 イェリバーレにも、途中のキ

ルナ（Kiruna）にも、鉄鉱石の

鉱山がたくさんあります。それ

も、露天掘りの大規模なもので、

良質のスウェーデン鋼の原料

になっています。スウェーデン

は北海側に領土を持たないの

で、長大な貨物列車で、ノルウ

ェーの港町ナルビクまで運搬

しているわけです。 

 超重量の貨物列車に耐える

ために、極めて強固な路盤と線

路を使って建設されています。

機関車も桁違いのパワー、もちろん全線電化されてい

ます。そんなわけで、旅客列車はいわば「おまけ」み

たいな存在ですが、変化に富んだ景観を楽しめるので、

旅行者には大変人気があります。今回乗ったのは、全

区間北極圏内に入っています。 

 

 イェリバーレ駅に列車が来ました。ストックホルム

から一晩かけて、走ってきた列車です。この日は－6℃

と、冬の北極圏にしては比較的暖かい日でしたが、時

には－40℃以下になることもあります。それでも、ほ

ぼ定時運行を保っているからスゴイです。 

 

 大きな荷物を持ったお客さんが、列車に乗り込みま

す。日本とちがって、プラットフォームは低く、乗車

口にはステップがついています。 

キルナまでの区間乗客、アイスホテルに行く人、ア

ビスコのホテルでオーロラを楽しむ人、・・・乗車目

的はいろいろです。この列車は、終点ナルビクに着く

と、３時間ほどで折り返し、日帰りで戻って来られる

ので、列車が好きな旅行者には大変便利なダイヤです。

普通の急行列車とはいえ、国境を越える「国際列車」。

パスポートの携行は忘れずに！     （つづく） 


